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1. はじめに

ヒグ?の形態的変異には，年齢変異，性的変異，個体

変異の大きな 3つの要素がある。従来の研究では，これ

らの変異を混同していたものが多い (RAUSCH，1963)。

エゾヒグマの頭骨の形態学的研究の中で， MUKASA 

(1937)，末永 (1972a， b)らの発育，相対成長の観察を主

体とした研究で、も，これらのことはかならずしも十分考

慮、されてきたわけではなし、。今回の研究では，この点を

考慮し，北海道及びエトロフ島てp捕獲されたヒグマの頭

骨標本の年齢と性別を確定し，年齢変呉と性的変異を考

慮、した上で，発育，成長の予備的研究とともに，その地

理的変異及び性的二型について検討をおこなった。

この研究のもととなった多数の標本は，主として犬飼

哲夫名誉教授によって集められた応用動物学教室所蔵の

ものである。標本の年齢査定にあたっては歯学部大泰司

紀之講師および八谷昇技官に多くの技術的指導をお願い

し，またいろいろな面で北大ヒグ 7研究グループのメン

バーにお世話になった。これらの人達に感謝の意を表し

t::.¥'、。

2. 材料及び方法

使用した標本について述べる前に，北海道におけるヒ

グ7 の二型説について説明しておく必要があろう。今泉

(1961)は，北海道には，黒毛型と赤毛型の二型のヒグマ

が生息し，その頭骨，上顎第二日歯の長さなどにも二型

が認められるとした。これが事実であれば，今回のよう

に，北海道産のヒグ 7をすべて同一に扱った報告は，そ
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の意義が薄れるであろう。

今泉が，二型を認められると指摘している頭骨の諸部

位と臼歯長について， あらかじめ今回使用した標本145

例で所見をとった。今回は，これが目的ではないので詳

しく論じないが，今泉の指摘するこ型の中間型や，両方

の形質を持つ例が多くみられた。また，地域によるそれ

らのかたよりもみられなかった。従って，このような二

型が存在するとは思われないので今回はすべての標本を

同一グループとして扱った。

a) 性別決定

使用した標本には，性別の記載の無いものが多かった。

このためまず，性別既知標本より，性別未知標本を正し

く雌雄に判別するための性判別基準を設定した。

性判5JJj基準は，従来の報告を参考にして，加齢変化の

少ない犬歯の大きさ及び臼歯列長でとらえた。性半IJ別基

準を設定するための頭骨標本には，北海道大学農学部応

用動物学教室，同獣医学部解剖学教室，向付属博物館，

及び北海道開拓記念館所蔵のヒグ7頭骨標本を使った。

また，犬歯のエナメノレー象牙境が歯槽骨の縁より上に出

ていない若齢個体は除き，産地は北海道産のものに限っ

た。犬歯は，標本を沸騰した湯につけて抜歯しt::.o

上記標本より，上下顎とも犬歯の得られた標本は93個

体，上顎犬歯(u.C: Upper Canine)のみ得られたも

の42個体，下顎犬歯(L.C: Lower Canine)のみ得ら

れた標本は10個体，計145個体， 238例の犬歯を性判別

基準設定の材料とした。臼歯列長も同じくこの 145個体

を材料とした。

この 145個体の標本から，性別が判明している犬歯と
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Fig. 1. Location of canine and molar row 

measurements. 

W=Maximum root width 

TニMaximumroot thickness 

PcM2L=Maxillary molar row length 

P4ー乱らL=Mandibularmolar row length 

して， オスではU.C16例， L.C 13 OU， メスでt工U.C

17例， L.C 12例が得られた。性別既知標本の臼歯列長

測定値は， 上顎臼歯列長 C~4一日2L) ではオス 16 例， メ

ス18{同ij，下顎臼歯列長(P4-M3L)ではオス 14例，メス

17例がそれぞれ得られた。犬歯の計測は， SAUER (1966) 

及び WAKEFIELD (1972)より， Fig.1に示した2計測

点だけを取り上け、た。臼歯列長は LARSEN(1971)に従

い， Fig.1に示した部位を計測した。

b) 地理的変異

地理的変異をみるためには，年齢変異と混同しないた

め，同年齢層の標本が必要である。使用した標本には，

少数のものに猟師の推定と思われる年齢が記載してある

だけで，正確な絶対年齢が確定しているものはなかっ

た。このため，犬歯の発達及び犬歯歯根部セメント層に

形成される年輪 (annuallayer)の観察による年齢査定

を，前述の北海道産標本にエトロフ産標本を加えたもの

についておこなった。この年齢査定法の詳細は，他に発

表する予定であるので，ここではセメント層の年輪観察

による年齢査定法の概略だけを示す。

この年齢査定法は，基本的には STONEBERGand 

JONKEL (1966)に準ずる。まず，抜歯した犬歯歯根部よ

り解剖用ノコギリで幅 1mm，長さ 2-3cmの縦断切Ji

を取る。この切片を砥石で厚さ 30μm程度まで研磨し

た後，20ro蟻酸 (5%のホノレマリンを含む)の脱灰液で

20-30分脱灰する。水洗後，ヘマトキシリンで染色し，

さらに1ro塩酸で弁色後，再水洗してプレパラートに封

入して検鏡した。

セメント層に形成される年輪数と年齢の関係は 1歳

春(出産日は2月1日と仮定する)では犬歯歯根部がほ

とんど形成されてないこと，及び RAUSCH(1969)の観

察より，最初にセメント層に形成される陥層(濃染色層)

は， 1歳秋-2歳春の聞に形成されると考えた。年輪の

うち暗層は RAUSCH(1969)その他の報告より，秋~春

Table 1. The relationship between basal 

suture closing and age. 

Basal suture¥Age 6 7 8 9 10 11 
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Fig. 2. Measurements of the cranium of 

the Ezo brown bear. 

C.B.L=Condylobasallength 

M2.L=Length of second upper molar 

B. C. W = Width of brain-case over squamoso-

parietal suture 

R. W =Rostral width over canines 
Pa.L=Palatal length 

M.W=Mastoid width 

B. C. H = Height of brain-case 

Man. H = Mandibular height 
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に形成されるものと考えられる。したがって，上記の方 は平均して約2%であり，性判別基準としてかなり有効
法により求めたセメント層の年輪のうち，陪層観察数に なものであることがわかる。これに対し，臼歯列長は雌

1を加えたものをその個体の年齢とした。 雄の重なりが大きく，性判別基準としての有効性はおと

RAUSCH (1963)は， Basal suture (Basioccipital- る。 Table2にはまた，雌雄分布の重なり点伶ilo-

Basisphenoid suture)が閉じているもののみを頭骨成長 C.DxS.Do=M♀+C.DxS.D早)を基準とした性判別

が止まった個体とみなし，北アメリカのヒグマの地理的 基準を示した。この基準は，性別既知の北海道産の標本

変異を調べる標本として採用した。今回用いた北海道と のみより求めたものだが，エトロフ島産のものについて

エトロフ烏の標本では， Basal sutureが閉じる時期と， もほぼ適用できた。

前述の方法で求めた年齢の関係は Table1のようになっ 次に， Fig.3において，性別既知犬歯の雌雄それぞれ

た。 Table1が示すように， 6歳ころから Basalsuture のヒストグラムの山と，性別不明犬歯のヒストグラムの

が閉じ始め， 8歳以後にそれが顕著になる。また， 6歳こ 2山がほぼ一致し， Table 2で求めた雌雄判別基準はか

ろから頭骨の成長がゆるやかとなり 8歳以後はほぼ停 たよったものではないことを示した。

止することが Fig.6からもわかる。このため，今回は年 次に，年齢により測定値が変化し，それが雌雄判別を

齢が8歳以上で，性別が記載されているか，性判別にょ する上で影響しているかどうかを調べた。そのため，年

り性別が判明し，産地が記載されている個体のみを，地 齢査定により求めた年齢に従い，オス，メスそれぞれを

理的変異を調べるための標本として採用した。この3つ 4つの年齢群 (2-3歳， 4-6歳， 7-9歳， 10歳-)に分

の条件にあった標本は，メス 23例，オス 24例であった。 け，その測定値の加齢変化を犬歯についてのみみた。

この標本を用いて， Fig.2に示した頭骨と， Fig.1図に Fig.4が示すように，いづ、れの計測値も加齢に従ってわ

示した犬歯と臼歯列長の計11測定部位について，地理 づかづっ大きくなっているが有意なものではなし、。この

的変異を性的二型と関連させてとらえた。また，この計 増加は，歯根外部へのセメント層の毎年の沈着によるも

測点のうち後述する 4計測点については，その成長変化 のであると考えられる。今回，地理的変異で対象として

を年齢に従って求めた。 いるのは8歳以上の個体だけである。一方，性別既知犬

3. 結 果

a) 性別決定

性別の判明している犬歯及び臼歯列長の測定結果は

Table 2のようになった。同時に，オス，メスの差異係

歯の平均年齢は， Table 2に示すようにそれより若し、。

従って，今回のように20歳以上の老齢個体をも性判別

対象とする場合，求めた判別基準を補正する必要が出て

くる場合もある。今回も， Table 4でみられるように，

メスの上顎犬歯歯根厚 (U.C.T)，上顎犬歯歯根幅

(U.C.W)のうち道北 (IV-VI)とエトロフ島 (VII)地

域で老齢のメスと考えられるいくつかの個体で，頭骨の

形質による判別とこの犬歯の基準で性判別したものの聞

に矛盾するものが出て来た。しかし，地理的変異の測定

乱1o-M♀
数 C.Dを C.D = S.'D~ +S~D♀ (MAYER et al 

1953)より求め雌雄の重なりを求めた。 この結果 Tab!e

2が示すように，犬歯では各測定値の雌雄の重なる割合

Table 2. Measurements of canines and molar tooth rows in 

sex-known specimens. 

Male Female 
C.D 70** 

N Mean S.D S.E N Mean S.D S.E 

L.C.W 13 (7.9)* 24.84 1.62 0.45 12 (9.1) 19.38 1.13 0.33 1.98 2.39 

L.C.T 13(7.9) 15.37 0.86 0.24 12 (9.1) 12.03 0.70 0.20 2.13 1.67 

U.C.W 16(7.2) 25.93 1.66 0.42 17 (7.9) 19.94 1.10 0.27 2.17 1.50 

U.C.T 16(7.2) 16.13 1.11 0.28 17(7幼 12.44 0.96 0.23 1.79 3.67 

PrM2L 16 75.02 2.95 0.74 18 69.63 2.25 0.53 1.04 14.92 

PrM3L 15 83.05 3.26 0.84 18 76.75 2.68 0.65 1.06 14.46 

* Mean age of specimens. ** The percentage of joint overlap. 

~eparating 
pomts 

Min.o Max.♀ 

21.7 21.6 

13.6 13.5 

22.4 22.3 

14.2 14.1 

72.0 71.9 

79.6 79.5 
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Fig. 3. Frequency distributions for the width and thickness of 

canines in the Ezo brown bears. 
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Fig. 4. Age variation in the measurernents 
。canines.

部位で示されるように，成熟した個体では，犬歯以上に

性的二型を強く示す (C.D係数が大きL、)測定部{立があ

る。それで，今回性別未知個体の性判別は，原則として

犬歯の大きさによったが，その他の頭骨の各測定値も考

慮、して総、合的に判別することによって一層正確な結果を

得ることができた。

b) 地理的変異

地理的変異については道内を6つに， さらにエトロ

フ島を加えて7つの地区に分け，さらにそれを道南

(Region I-III)，道北 (IV-VI)，エトロフ島 (VII)の

3地域にまとめて分析した。まず，基底全長 (C.B.L)の

測定値を Table3とFig.5で示した。 他の測定値につ

いては 3地域にまとめたものを，その雌雄の差異係数

(C.D)とともに Table4で示した。

この結果，今回とり上げた11の計測部位のうち，基

底全長，下顎高 (Man.H)，乳様突起幅似1:.W)，上顎

犬歯歯根厚 (U.C.T)，口蓋長 (Pa.L)などで，道南一道

北ーエトロフ島の順に漸増する地理的傾向(クライン)

がとくにメスではっきりみられた。一方，臼歯列長，上

顎第二日歯長(盟2.L)，頭蓋幅 (B.C.W)などでははっき

りした地理的傾向はみられなかった。いづれも標本数が

少ない欠点があるため，十分な統計的検討はできないが
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Local variation of the condylobasal length of skull in 

Hokkaido 1s. and Etorofu 1s. 

Table 3. 

C.D in 
sexes 

Female 

Mean 

Male 

Mean S.D 

I 6.82 

7.51 

4.99 

279.3 

291.8 

288.2 

Range 

269.0-289.0 

286.7-304.7 

282.7-296.1 

298.9-304.4 

N 

6 

4 

S.D 

7.94 

13.07 

334.4 

331.3 

342.3 

Range 

324.0-348.0 

313.6-344.8 

340.8-343.7 

324.1-352.1 

327.5-365.8 

N 

6 

Region* 

4 

3 

2 
H
m
w
v
u
m
 

301.7 

(291.8) 

2 11.45 

13.40 

337.7 

340.9 

(356.2) 

(332.5) 

3 

1 6 

1 

4.70 311.3 304.1-318.6 

。
6 1 

2.71 

2.35 

8.53 

5.16 

285.4 269.0-304.7 

291.8-304.4 

14 9.76 

13.13 

355.0 313.9-348.0 

324.1-365.8 

14 

10 
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I-m JlT-'I[ '1[工
(1l/1斗)(10/3)(1/6)

Region 

Local divisions of Hokkaido 1s. and Etorofu 1s.， and geographic 
variation in the condylobasal length of skull of the Ezo brown 
bear. Figures in parenthesis indicate the number of males (left) 
and females (right)， respectively. 

II m JlT V '1[ 1lI工
(6/6) (3/与)(2/斗)(3/2) (6/1) (1/0) (1/6) 

Fig.5. 

の測定値間では，差異係数が大きくて，両地域聞の測定

値の重なりが10%より少ない形質として基底全長が，

道南とエトロフ島では，基底全長，口蓋長，下顎高で重

クラインの認められた形質について，一応地域間の差異

係数と重なりのパーセンテージを求めてみると Table5 

のとおりである。 Table5は，メスの道北とエトロフ島
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Table 4. Local variation of dimensions of skulls in 

Hokkaido 1s. and Etorofu 1s. 

Male Female 
C.D in 

Region* 
N Range Mean S.D N Range Mean S.D sexes 

1-III 7 69.2-79.4 74.8 3.20 11 66.2-73.3 69.5 2.36 0.95 

PrMz.L 1V-V1 11 71.3-77.4 74.6 2.00 8 63.5-74.0 69.3 3.75 0.92 

VII 1 (71.9) 6 67.1ー 74.3 71.0 2.65 

I-lII 7 33.3-38.4 36.4 1.52 11 32.4-37.6 34.4 1.63 0.63 

Mz.L IV-V1 10 33.7-39.7 36.6 1.68 8 29.6-36.5 34.0 2.46 0.63 

VII 1 (3u.6) 6 33.8-36.9 35.3 1.34 

1-III 7 24.0-29.8 26.8 1.68 11 19.5-21.9 20.6 0.82 2.48 

U.C.W 1V-V1 11 25.4-27.8 26.6 0.72 7 18.1-23.9 20.9 0.67 2.38 

VII 1 (30.6) 6 20.4-22.6 21.5 0.86 

I-III 7 13.8-17.8 16.3 1.27 11 11.8-14.5 12.9 0.69 1.73 

U.C.T 1V-V1 11 16.2-17.8 16.9 0.55 11 11.9-14.6 13.5 0.94 2.28 

VII 1 (17.3) 6 13.9-15.6 14.4 0.62 

1-III 5 102.3-104.7 103.1 0.83 9 92.8-100.3 96.4 2.62 0.91 

B.C.W 1V-V1 9 99.2-114.1 103.6 4.54 7 90.5-101.0 96.4 3.23 0.33 

VII 1 (94.8) 5 96.4-102.6 99.2 2.15 

1-lII 7 78.7-86.0 79.8 4.0 11 64.8-72.0 67.5 2.19 1.99 

R.W 1V-V1 10 76.0-88.3 82.4 4.05 7 60.0-71.0 67.3 3.92 1.89 

VII 1 (83.8) 6 70.1-75.4 72.4 2.12 

1-lII 7 172.0-189.5 181.3 5.03 11 147.6-160.3 154.0 4.38 2.90 

Pa.L IV-V1 11 175.0-198.7 185.3 7.37 7 136.6-172.2 155.5 10.92 1.63 

VII 1 (178.1) 6 164.4-172.2 166.9 3.81 

1-III 6 173.0-190.。180.8 6・08 9 123.6-158.1 134.6 10.29 2.82 
M.W 1V-V1 11 168.2-192.。182.6 8.49 5 123.4-151.9 136.9 9.43 2.55 

VII 1 (165.8) 5 138.4-150.0 143.8 3.90 

I-III 7 120.3-133.3 125.9 4.71 10 95.0-112.4 101.3 5.16 2.49 

Man.H 1V-V1 10 114.0-144.7 130.5 8.96 7 97.2-116.4 106.9 6.51 1.53 

VII 1 (136.2) 6 108.8-117.1 111.6 2.73 1.53 

1-III 4 86.0-91.0 88.8 2.28 5 76.0-82.0 79.4 2.15 2.12 

B.C.H 1V-VI 8 85.5-105.0 96.4 6.31 5 74.0-82.5 79.3 2.87 1.86 

VII 1 (95.0) 1 (89.0) 

* cf. Fig. 5 

なりが 10%以下であり，道南一道北より道北ーエトロ かった。なお，差異係数が7 イナスになっているのは，

フ島で差が大きく，これよりさらに道南ーエトロフ島で 道南一道北，道北ーエトロフ島，道南ーエトロフ島問に

差が大きいことを示している。オスで‘は，エトロフ島産 おいて，平均値で前者の方が後者より大きい場合を示し

のものが1例しか得られなかったので，差異係数は，道 ている。また，差異係数の性質上，係数がゼロ，すなわ

南一道北についてだけしか計算できなかったが，重なり ち両者の平均値に差がみられない時でも両者の重なりは

が10%以下になるような変異の大きい形質はみられな 50%と表現されることに注意する必要がある。
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Coefficient of di任erencein several dimensions of skulls 

taken from three local divisions 

Table 5. 

M. W Man. H B.C.H Pa.L C.B.L PCM2L M2.L U.C.W U.C.T B.Cλ~ R.W Region 

0.88 
(18.9) 

0.02 
(49.2) 

0.34 
(36.7) 

0.48 
(31.6) 

0.51 
(30.5) 

1.31 
( 9劫

0.12 
(45.2) 

0.12 
(45.2) 

0.52 
(30.2) 

0.68 
(25.8) 

0.32 
(37.5) 

0.10 
(46.0) 

0.77 
(22.1) 

1.58 
( 5.7) 

0.32 
(37.5) 

0.03 
(48.8) 

0.84 
(20.1) 

1.14 
(12.7) 

0.09 
(46.0) 

0.00 
(50.0) 

0.52 
(30.2) 

0.59 
(27.8) 

0.33 
(37.2) 

0.37 
(35.6) 

0.58 
(28.1) 

1.15 
(12.5) 

0.06 -0.08 
(47.6) (46.8) 

0.12 
(45.2) 

0.24 
(40.5) 

0.54 
(29.5) 

0.95 -0.03 -0.10 
(17.1) (48.8) (46.0) 

1.31 0.24 0.34 
(9.5) (39め (36.7)

1.96 0.30 0.30 
(2.5) (38.2) (38.2) 

0.28 -0.04 
(39.0)* (48.4) 

(I-III}-(IV-VI) 

(I-III}-(IV-VI) 

(IV-VIトVII

恥1ale

Femsle 

(I-IIlトVII

:. 

.~ 

A、

@
-
。
。s 

@ 

百工

@ 

• 

1V-¥!I: 

4・
4‘ 

も

-

&

@

 
• 

M

E

 

?

?

-

-

白
川

T
I
‘

D
A
 

a--A・
-aa 

-• 
--a
企

d' 

。

品

企

-
a
-
@
・
・
@
・
・

。. 

The percentage of joint overlap. 

~ 
e 
<i> 

@ -f'・.; ~ 
.B s A 
g t雪2

0 品会

. . 
-ヂ抽

@ 

• 

C.B.L 

mm 

ラ50

300 

* 

Mele 

Female @ 270 

00 
嘗b

a--a . 
o 

@ 

-. 
唾

8 

宅‘

。@
t

@ 。
am企企

-
@
・
生
@
a
a

官

a
A
G

企

Man.H 

.! ~ 圃企

・aLふSt
G掴除。 ー:4uta 

叫九

150 

100 

@
@
・
・
0

。

. . -
.
t
@
ゐ

。

。

官

品

-a
・・
a-

‘

企

。

量 • 。g 
<1> 

r !・
:品68!??
<b。雪 o.斗

“~・ a・. 0 
t-!l)> 

@ 

't 

M.W 

190 

150 

100 

岨寄

10 
Age in yeer 

Age variation in the condylobasal length， mandibular height， 
mastoid width and width of brain-case of skull. 

16-

ゐ. 
8・多品会岬

学
一

智
一
栴
一-m
一

cf秘。一
コ

Fig.6. 



272 北海道大学農学部邦文紀要第9巻第4号

次に，クラインが認められる測定部位のうち，基底全 ができなくなる場合がある。しかし，犬歯以外の形質は

長，乳様突起幅，下顎高について，またクラインが認め Fig.6で示すように加齢変化が大きいため，性差が明瞭

られない部位からは，頭蓋幅について，それぞれの成長 になる成体では性半IJ別基準として適当だが，若齢個体で

変化をみた。これより，クラインのみられる C.B.L，乳 は適当とは言えなL、。それで，性別米知のヒグマの正確

様突起l隔，下顎高では成長にともなう変化が大きく，ク な性判別のためには，若齢個体には主として犬阪の大き

ラインのみられない頭蓋i隔では変化が少ないことがわか さを用L、，老齢個体では今回のように，犬歯とその他の

った。 Fig.6に示さなかった他の形質についても，歯冠 形質による総合的な判別が必要であろう。

部を計測した臼歯列長，臼歯長には磨耗を除き成長によ LARSEN (1971)は， ホッキョクグ 7' Ursus mari-

る変化があるとは考えられず，一方，地理的変異の認め timusの臼歯列長が性的二型を示すことを報告した。

られた口蓋長などは成長にともなう変化が大きいという LARSENによれば，ホッキョクグマの臼歯列長では雌

同様の傾向があるとみてよい。 雄の重なりは約5%と少なし、。これに対し，今回調べた

4.考察

犬歯， r=l歯列長による性判別の問題は，頭骨のその他
の部位における性的変異一一性的二型の問題としてとら

えることができる。前述のように，地理的変異をみた8

歳以上の成体でみるかぎり，犬歯によらなくても，基底

全長その他性差の大きい形質を使えばほぼ正確な性判別

をすることができる。 これについて MARKS(1969)は

アメリカクロク 7' Ursus americanusで， また末永

(1972 a)はエゾヒグマで， それぞれ頭骨の temporal

ridgeがオスでは V字形を， メスでは U字形(ツリガ

ネ型)をなすこと，および矢状稜 (Sagittalcrest)がオ

スでは発達がよく，メスでは発達が悪いことを利用して

雌雄判別ができることを示した。

しかし， MARKSらも指摘しているように，この

temporal ridgeと矢状稜は，若いオスはメスに似て発

達が悪いため区別が困難な場合がある。逆に，老齢のメ

スでは temporalridgeがオスの V字形に近い形にな

ることもあり，これらの形質のみによる性判別は危険を

ともなうと考えられる。

SAUER (1966)は，雌雄のわかっているアメリカクロ

クマの頭骨を調べ，犬歯がもっともよい性判別の指標で

あり，犬歯の中でも歯根幅 (W)と歯恨厚 (T)において

オス，メスの重なりがもっとも少ないことを見い出した。

しかし， W AKEFIELD (1972)は， アメリカクロクマの

場合，雌雄判別基準として犬歯の大きさを適用するのは

個体変異が大きいため複雑になると述べている。だが，

犬歯歯根部で，性的二型がはっきり出ることは，今回エ

ゾヒグ7で、も見られたが，前述のように，歯根外部へセ

メント層がわづかづつながら沈着していくため，老齢個

体では歯根部が幅 (W)，厚さ (T)とも大きくなる。こ

のため，今回も数例あったように，平均年齢が比較的若

い性別既知犬歯より求めた性判別基準では，正確に判別

エゾヒグマでは， 臼歯列長のオス， メスの重なりは約

15%と大きく，ホッキョクグマほどはっきりした性的二

型を示してなし、。また，臼歯列長の平均では，ホッキョ

タグマのオスの平均(上顎臼歯列長E4一日2・Lで M=
62.4 mm)はエゾヒグ 7 のメスの平均より短かし、ほどで

あり，体長に比べてホッキョクグマは短い臼歯列長を持

っている。これは，ヒグマの食性が植物質への依存が高

いのに対し，ホッキョクグ 7 は動物質が主であるという

食性のちがし、を反映しているものと考えられる。

犬歯以外の形質で，性的二型を見ると次のような特徴

がある。性的二型が犬歯と同じくらいはっきりしている

(C.D係数が大きL、)形質は，基底全長，乳様突起幅，下

顎高，頭蓋高，口蓋長，吻部幅などである。これに対し

上顎第二臼歯長，頭蓋幅それに臼歯列長では犬歯などに

比べ性的二型度が低し、。

このような性的二型が見られ，またその表現度が頭骨

の各部位において異なるのはなぜか。表現度が部{立によ

って異なる問題は，他の問題とともに後述するとし，性

的二型がみられる要因についてまず、考えたL、。

クマ科 (Ursidae)の数種について，雌雄の測定値の重

なりの程度を比較すると次のようになる。 KURT重N

(1955)によれば，犬歯横断直径の雌雄の重なりは，U. 

arctos fennoscandiaで9%，ホッキョクグマで 2仇

ホラアナグマ U.ゃelaeusで1%である。そして，アメ

リカクロクマでは， RAUSCH (1961)によれば犬儲横断

直径で3%， SAUER (1966)の犬歯歯根幅と厚さによる

ものでは0-5%である。重なりが少ないほど性的二型

度が明瞭であると言えるが，こうしてみると，ヒグ 7 と

アメリカクロクマの関係を除き， f本が大きくなるほど性

差がはっきりしていると言えそうである。また歴史的に

みると，種分化がより新しい時代におこったと言われる

(KURT孟N，1955， 1964， 1972)ホッキョクグマ， ホラア

ナグマで性差が大きい。また生態的にも，生息環境がき
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びしいと考えられる，この2種で性差が大きし、。これら

より， KURTEN (1955)の言う，体の大きさの増加，す

なわち U.ω'ctos-U.maritimus-U. sρelaeusの系列

順に性的二型度が強調されてきたと一般的に言えるとい

う見解は受け入れられる。

セヴェノレツオフ (1951)は，雌を得るための雄の闘争

の結果，性陶汰により性的二型が生ずる可能性を述べ

た。その例の 1つとしてオットセイの犬歯の場合を上げ

ている。犬飼 (1967)は，ヒグ 7 においても晩秋には，テ

リトリー防衛のための闘争が見られると述べている。ま

た，北海道各地の猟師の聞き込み調査によっても，繁殖

期には雄どおしの闘争が見られると言われる。繁殖期に

おける維の雌をめぐる闘争については，今村 (1971)が

登別ク 7牧場の観察例で具体的に報告している。この場

合，闘争の手段は主に手で打つこと，かみつくことであ

る。また，犬歯を欠く個体は，体重，体の大きさでまさ

っていても，より小さな個体より弱L、と述べている。狭

いオリの中に多くの個体を入れたクマ牧場での観察をそ

のまま野外のヒグマに適用はできないが，繁殖期にオス

どおしの闘争があることは確実で，闘争の手段として犬

歯の強さ，大きさが関係すると思われるかみつきが重要

であるらしい。そうすれば，ヒグ7の場合でも，犬歯の

大きさに歴史的な性陶汰がおこなわれてきたものと考え

られる。

地理的変異の傾向は，道南一道北ーエトロフ島にかけ

て漸増するクラインが，多くの計測部位で認められる。

エトロフ島のオスの1171]は小型であり，クラインの存在

を主張するには不都合であるが，標本が1例しかないこ

とを理由に，ここでは考察対象から除外しておく。

RAUSCH (1963)は， 前述の Basalsutureが閉じた標

本を頭骨の成長が止まった個体とみなし， C.B.Lを指

標として，北アメリカ 26地域のオスのヒグマの地理的

変異を報告した。その結果 Fig.7に示すように，基底全

長が北アメリカの西海岸を海岸に沿って北へ漸増するク

ラインと，カナダとアラスカの北極沿岸を南東から北西

へ漸増するクラインのあることを報告している。また，

KURTEN (1955)は同じくオスで， 頭骨の Prosthion-

Opisthionの長さを指標として， I日北区のヒグマの地理

的変異をまとめた図を示した。この2つの報告に，今回

の北海道の計測値を加え，全北区のヒグ 7 の地理的変異

の傾向を計測値の等長線であらわしたものが Fig.7で

ある。 Fig.7は，ヒグマにおいてもベルグマンの法則が

成立し，南方より北方のヒグマの方が大きくなる傾向を

示している。しかし，大きさの最大のものの中心は，ユ

ーラシアではカムチャツカ半島からオホーツク海西海岸

であり，北アメリカではアラスカ半島であり，いづれも

北部太平洋沿岸地域で，分布の最北部でないことが注目

される。これは， ヒグ7の地理的変異が単にベノレグマン

の法則に従うものだけではないことを示唆している。阿

部 (1967)の言うように， ベノレグ7 ンの法則を適用する

際には，その生息地における気温以外の諸要因の同質性

を考慮する必要があるだろう。

この北部北太平洋沿岸地域に大型のヒグマが生息する

要因の 1っとして，エサ条件が考えられる。 KISTCHJN-

SKI (1972)は，カムチャツカ半島周辺のヒグ 7 は，夏か

ら秋にかけて，河川を湖上するサケ・ 7 ス類を大量に採

食することを報告している。また， GARD (1970)は，ア

ラスカのコディアック島において，ベニザケ Oncorhyn-

chus nerkaの死亡の 79%はヒグ 7によるものであるこ

とを報告している。こ.の他の北部北太平洋沿岸地域でも

河川を湖上するサヶ・ 7 ス類が，ヒグマの動物性タンパ

ク質のエサとして重要な地位を占めていると考えられ

Fig. 7. Preliminary isopleth for the Prosthion-Opisthion length (in parenthesis) 
and the codylobasal length of males in brown bears (Ursus arctos) of the 
World. Broken lines indicate the apporoximate southern limit of the 
distribution. Data from KURTEN (1955)， RAUSCH (1963) and present study. 
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Fig. 8. Distribution map of the amount 

。fcatch in salmon fishery around 
the North Paci五cOcean. (From 

T ANAKA 1966) 

る。 Fig.8は，田中 (1966)よりサヶ・ 7 ス類の中でもと

くに資源量として多い7 ス O.gorbuscha， ベニサ、ケ，

シロザケ O.Ketaの3種類について，その沿岸漁獲量

の分布を転写したものである。 Fig.8が示すように，サ

ヶ・ 7 ス類の分布は，北はカムチャツカ半島とアラスカ

半島までに限られている。ところが， Fig.7が示すよう

に，ヒグマの頭骨はこの両半島の北で小型化することか

ら，サケ・マス類の分布と，ヒグマの大きさの地理的変

異の聞には相関があるように見える。エサ条件としての

魚類の供給量が， ヒグマの大きさに関係する可能性は

EJDE (1968)も述べている。しかし， JONKEL et al. 

(1971)がアメワカクロク 7 の場合で報告しているように

サケ・ 7 ス類が湖上する河川の流域のすべてのヒグ 7が

サケ・ 7 ス類を大量に捕獲するわけで

岸部のヒグマによるサケ.マス捕獲量にも個体差が大き

いと考えられる。したがって，北部太平洋沿岸地域にお

いてヒグ 7が大型化する傾向のすべてが，エサ条件とし

てのサケ・マス類の分布から説明できるとは考えられな

い。しかし，サケ・マスの湖上期には多くのクマが河川

域に集中することから，これらの魚がク 7のエサ条件の

改善に役立ち，この地域のク 7の体形をきめる一つの要

因になっていることは明らかであろう。生物の地理的変

異は単純な要因だけでは説明できず，やはり，生態的諸

要因や遺伝的要因に加え，動物自体の変異性との関連に

ついてもみる必要があろう。

次に，年齢変異の問題であるが，これはさらに多くの

形質について，成長，発育を分析し，十分な検討を行な

うことが要求される。この問題を今回扱うには，資料が

不十分であるので避けたL、。

しかし， Fig. 6， Table 3， 4より年齢変異，地理的変

異と性的二型の3つの変異の間には，次のような関係が

みられる。性的二型度が高い形質は地理的変異も大きく

成長にともなう変化が大きい形質である。反対に，性的

二型度が低L、形質は，地理的変異も小さく，成長による

変化が少なし、。この3つの変異がこのような関係を持つ

ことは， r種間の差や地理的変異は， いづれも生長の全
過程を環境の変化に対応させることによって生まれたも

のと考えられる。J(阿部， 1965)によって説明されるであ

ろう。つまり， 1浦乳類全般がそうであるように，ヒグマ

においても脳頭蓋部や歯列部は発育初期にほぼ完成され

るために，成長の過程で環境の変化に対応して変化する

ことが少ないc 従って，今回測定した部位のうち頭蓋幅

や臼歯長などは成長に伴う変化が少ないとともに，地理

的変異も少なく，性的二型度も低くなっている。これに

対し，成長が遅くまで続く基底全長，乳様突起幅，下顎

高などは，成長過程で環境に対応して変化する期間が長

い。従って，これらの形質には，変化に対応する潜在的

余裕があり，環境の連続的変化に対応して連続的に変化

するクラインが見られ，また性的二型度が強く表われる

と考えられる。 これらは，阿部 (1967)でも述べたよう

に，次のように一般化できるであろう。地理的変異の大

きい形質は成長にともなう変化の大きい形質であり，性

的二型現象がある場合それが強くあらわれる。地理的変

異の少ない形質はこれと逆になるものと考えられる。こ

のため，ヒグマの変異と系統をさらに論議するためには

他の種類も含めた発育と成長を詳しく検討する必要が

ある。

5.摘要

北海道及びエトロフ島産のエゾヒグマの頭骨標本の性

的二型度，及び地理的変異を，性別と年齢を明らかにし

た上で検討した。

1) 性別不明標本は，原則として性別既知犬歯の測定

値より求めた性判別基準に従い雌雄の判別をした。犬歯
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歯根部の大きさには顕著な性的二型性がみられた。

2) 成体では犬歯の他，基底全長，乳様突起幅，下顎

高，頭蓋高，口蓋長，吻部幅など多くの部位でも顕著な

性的二型が見られた。

3) 臼歯列長，上顎第2日歯長，頭蓋幅では，上述の

形質に比べ性的二型度は低かった。

4) 犬歯歯根部セメント層に形成される年輪数の観察

より各標本の年齢を求めた。そして 8歳以上で性判別

ができた成体標本のみを地理的変異を調べるための標本

とLtこ。

5) 基底全長，下顎高，乳様突起幅，口蓋長などで，

道南一道北 エトロフ島の順に漸増する地理的傾向がみ

られた。

6) ヒグマの世界的な地理的変異をみると，北部北太

平洋沿岸地域で頭骨が大型化する傾向がみられた。この

理由の 1つとして，川に湖上するサケ・マス類の資源量

がこの地域で特に多いこととの関連が考えられた。

7) 基底全長，乳様突起幅，下顎高，頭蓋幅について

はその成長による変化を観察した。

8) 成長にともなう変化が大きい形質は地理的変異，

性的二型が強くあらわれ，その変化が少ない形質は変異

が少ないことをヱゾヒグ 7 でも確認した。
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